
令和５年度妻中学校だより

９月号

■JILLEさんからのメッセージ 母校で歌うことができて幸せでした。これからたくさん輝いていく、何者にでもな

れる、どこにでも行ける皆さんと一緒に同じ時間を過ごせて幸せでした。また皆さんに会えますように!!

■八谷晃生さんからのメッセージ 妻中の皆さんこんにちは。誰かの喜ぶ顔が見たくて大好きな音楽を続け

ています。皆さんも大好きなことを見つけてください!!

9月22日に行われた宮崎県中学校秋季
体育大会(中体連)水泳大会で、本校の
水泳部が、メドレーリレーでの優勝や
個人でも上位を獲得するなどして県の
総合優勝という快挙を成し遂げました！
他の部も、ビッグスポーツ平原杯・優勝(サ

ッカー部)、梅田学園杯・準優勝(野球部)、
タカヒラスポーツサマーカップ・優勝(男子バスケ
部)、同・準優勝(女子バスケ部)など、新
チームも活躍しています。9月30日～10

月6日にかけて行われる秋季中体連・西都児湯地区大会でも、ぜひがんばってください!!
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この通信の著作権は妻中学校が有します。無断で文章・画像などの転載を禁じます。

吹奏楽部とのセッション

全校生徒も一緒に「きっと」を歌いました

有志４名のギター伴奏で歌うジルさん

ＪＩＬＬＥさんと

ピアノ伴奏の八谷さん

スポーツの秋・水泳部の大活躍！

県の総合優勝を成し遂げた水泳部の選手たち



9月22日には、西都原考古博物館ホールを会場に、西都西米
良地区の英語暗唱弁論大会が行われました。本校からは暗唱の
部・弁論の部にそれぞれ３名ずつの生徒が参加しましたが、暗
唱の部で野田晃太郎さんが最優秀賞、重永優奈さんが優秀賞、
弁論の部で田中葵彩さんが最優秀賞という素晴らしい成績を収
めました。どの生徒も素晴らしいパフォーマンスで、とても感
動させられましたが、セレモニーが終わった後に、賞を取った
生徒も取れなかった生徒も、ともに涙を流している姿がとても印象的でした。それだけ懸命に努
力をしてきた証なのだと思います。出場した生徒の皆さんお疲れさまでした！
最優秀賞の二人は県大会にも出場します。ぜひ頑張ってください!!

お知らせ（再）
－本校卒業生の方々へ－
先月号でもお知らせしましたが、令和８年４月の｢西都中｣再編に伴い、現妻中学校の中庭の姿が大

きく変わります。スクールバス乗降場所確保などの関係で、中庭や樹木などはなくなる計画です。
校歌の刻まれた石碑等の一部はこのスペースの東側に並べて残していく予定ですが、モニュメント

等は撤去される計画です。
記念樹やモニュメントなどの取扱い等についてご意見がある場合は１０月末までに、校長へご連絡

くださるようお知らせいたします。 【妻中☎０９８３－４３－３２１９】
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現在の玄関前中庭

文化の秋・英語暗唱弁論での大活躍！

中央公民館横の石碑展示スペース

踏み出している

足が重要！


